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「予測」のスポーツ科学
　一流のスポーツ選手が見せる素早くて力
強い、そして巧みな運動に私たちはしばし
ば魅了されます。このようなスポーツ選手
の巧みな動作のほとんどは、１秒にも満た
ないほんのわずかな時間の中で行われま
す。たとえば野球の打撃では、投手がボー
ルを投げて打者がボールを打つまでの時間
はたったの0.5秒です。つまり、野球の打
者は文字通り「まばたき」すら許されない
状況でボールを正確に打たなければならな
いのです。このほんの一瞬の間に、高い確
率でボールを打ち返す野球打者にはどんな
能力が身についているのでしょうか？ス
ポーツ心理学の研究者は古くからこの問題
に取り組んできました。
　それによれば、様々な競技種目における
優れたスポーツ選手は、最終的に生じる状
況（例えば、ボールがいつどこに来るか）
を事前に相手の動作の中（例えば、投球
フォーム）から読み取り、それを手掛かり
にして先回りして運動を行うことができる
ようです。つまり、優れたスポーツ選手は

早い段階で正確に次に起こる状況を予測す
る能力が高いため、１秒以下の短い時間の
中で正確で力強い巧みな運動が可能なので
す。
　となれば、この予測能力をトレーニング
することはできないかと、これもまた古く
から現在まで研究が積み重ねられていま
す。知覚トレーニングという方法です。こ
のトレーニングを行うと予測が正確にな
り、また実際に野球やテニスなどの打撃パ
フォーマンスが向上することが確認されて
います。しかし、予測能力の評価やトレー
ニング方法は、現場の方が行うには少し手
間と技術が必要になります。
　そこで、本年度は、野球の打撃に焦点を
あて、現場で利用しやすい形で予測能力の
評価およびトレーニングが可能なプログラ
ムを開発することとしました。現在開発中
のため、すべてを見せることはできません
が、以下のような画面構成になっています。
　このトレーニングプログラムは大きく二
つの機能があります。一つは予測能力の測
定機能です。投手の投球が途中で遮蔽され
る映像が呈示されるので、打者は「いつ」「ど
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こに」ボールが来るのかを予測して、実際
にバットをスイングします。このスイング
の位置がパソコン上に記録され、実際の
ボールとタイミングや位置がどれぐらいず
れているのかを測定します。現在はごく少
数のデータしかありませんが、将来的には
数多くの選手の予測能力を測定し、標準化
していきたいと考えています。
　二つ目は、トレーニング機能です。様々
な投手の様々な投球が呈示されるので、打

者は前述のように予測してスイングをしま
す。そうすると、タイミングや位置がどれ
ぐらいずれていたかが画面に呈示されま
す。打者はこれを繰り返すことで、予測能
力が向上します。その他にも図で示したよ
うに、予測に優れた選手がなぜ優れている
のかについての説明画面も呈示されますの
で、それに従ってトレーニングすることに
なります。
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これからの研究の展望

　このような取組みは、研究成果を現場に
活かすために重要な研究であると考えてい
ます。まだまだ試行錯誤が必要な研究です
が、今後も現場に役立つような研究を目指
していきたいと考えています。


